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Robust programing code generation from non-English natural language, applying prompt technology with large 
language model (LLM) extensively developed in resent years. However, the generated code faces robustness issues. In 
this work I propose applying prompt to generate well trained Python code and use Python built-in-function to generate 
robust test code. 

1. はじめに 

2023年 Large Language Model (LLM)が急速に普及
に普及し，GitHub Copilotのようにプログラム開発者
も利用その利用が拡大することで，作業の効率化を

実現している． [Denny 2023]，しかし工数の大きい
テスト工程でテスト自動化コードの開発では LLM
の利用は普及していない．また一般的なテキスト(テ
キスト)からコード生成の頑健性の調査で自然言語
のわずかな変更がセマンティクスにおいて著しく異

なるコードを生成する結果になることが指摘されて

いる．[Yan 2023] 
本研究では，LLMを活用し日本語のテキストから
頑健性の高いソフトウェア・テスト・コード（テス

トコード）を生成するプロンプト手法を提案する． 
研究問題: 頑健性のあるテスト・コードとはどの
ようなものか． 

2. 提案手法 

近年の LLM の発展によって様々な種類のコード

が生成できるようになったが，頑健性はコード生成

よりも抽象構文木(Abstract Syntax Tree: AST)生成の
方が高いことがわかっている．[THATTE 2023] この
ためテキストから AST を生成することに取り組ん
だ．ASTが生成できればコードの変数とその依存関
係を取得することが可能になる．[Guo 2021]  
テスト・コードでは入力データ，検証期待値は値

を変更して繰り返し実行するため，テストコードか

ら変数や定数を分離することは必須であると考えた． 
本研究では上記について，テキストからテストコ

ードの生成はプロンプトで，テストコードから AST

さらにデータの分離はPythonの組み込み関数により
実現した． 

3. 実施結果 

http://localhostで Chromeを起動する。 
http://localhost start Chrome. 
from selenium import webdriver 

# Initialize the WebDriver for Chrome 

driver = webdriver.Chrome(executable_path=""path/to/chromedriver"") 

# Navigate to the web page where the button is located 

driver.get(""http://localhost"") 

Module( 

    body=[ 

        Assign( 

            targets=[ 

                Name(id='driver', ctx=Store())], 

            value=Call( 

                func=Attribute( 

                    value=Name(id='webdriver', ctx=Load()), 

                    attr='Chrome',                        

value=Constant(value='path/to/chromedriver'))])), 

        Expr( 

            value=Call( 

                args=[ 

                    Constant(value='http://localhost')], 

webdriver.Chrome : path/to/chromedriver 

driver.get : http://localhost 

表 1 上から順番に元となった日本語テキスト，プ
ロンプトにより生成された英語テキスト，プロンプ

トにより生成された Selenium Pythonテストコード，
Pythonの関数で生成した AST, Pythonの AST関数で
ASTから分離したデータ 
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prompt:  [INST] <>  

    Web driver, selenium, python code. you are python developer. insert 

proper indent by tab code and carriage return. Don't forget indenting. 

    indenting is very important for python code. Don't generate 

comment. Must follow pep8 style. 

 <> [/INST][English] :  

    Press the selection button to switch to the query screen. 

    Webdriver Selenium Python code.  

    def operation(): 

driver=webdriver.Chrome( 

executable_path="path/to/chromedriver")  

       driver.get(" 
表 2 英語テキストから Selenium Python を生成し
たプロンプト 

 
ast_obj = ast.parse(python_code) 

ast_str = ast.dump(ast_obj, indent=4) 
mport ast 

# get constant value from AST 

ast_constant_visited = [] 

def visit_Constant(self, node: ast.Constant): 

   ast_constant_visited.append(node.value) 

   self.generic_visit(node) 

   return node 
表 3 上から順番にPythonコードからASTを取得，

ASTからデータ（Constant定数）を取得 
 
モデルは llma2-70b を利用した．テストコードは
テスト自動化ツールSeleniumのコード生成を行なっ
た．Selenium は様々なプログラミング言語に対応し
ているが LLMによるコード生成の調査で LLMが最
もよく学習していると想定され  [FaiWong 2023] 
Python を選択した．また Python は標準で AST を生
成できるクラスを実装していることから，ASTの生
成はプロンプトに依らず，Python の ast クラスの組
み込み関数で生成した．さらに ast の組み込み関数
を利用してデータ（Constant 定数）を取得すること
に成功した． 

4. 考察 

プロンプトと Pythonの組み込み関数により，高い
頑健性で AST とデータを分離して生成することが
できた．本研究でPythonをテストコード, AST生成，
データ分離に利用したことが成功の要因と考えられ

る．Pythonは表 4のように学習件数が Javaと比較す
ると一桁多く，また組み込みの ast は visitor design 
patternで実装[Martin 2004]されており，容易かつ頑健に

データの取得ができた． 

 

表 4: GRAPHCODEBERT: PRE-TRAINING CODE 

REPRESENTATIONS WITH DATA FLOW [Guo 2021]より引用 

5. 結論 

本研究では，テスト自動化ツールで実行可能なコ

ードの自動生成についてプロンプトとPythonの組み
込み関数を利用することで頑健なコードとデータの

生成方法を示した． 
今後の課題として，より大規模なテストコードの

生成について頑健性，解釈可能性，説明可能性を検

討することが挙げられる． 
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